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戦略的創造研究推進事業における２０２５年度新規研究領域と研究総括の決定 

および研究提案の募集について 
 

ＪＳＴ（理事長 橋本 和仁）は、文部科学省が設定した２０２５年度戦略目標を受け、戦略

的創造研究推進事業「ＣＲＥＳＴ」「さきがけ」および「ＡＣＴ－Ｘ」において、新たに１０の

研究領域を設定し、その研究総括を決定しました。この１０研究領域を対象として、２０２５

年度の研究提案募集を２０２５年４月８日（火）から開始します。 

本事業は、社会・経済の変革をもたらす科学技術イノベーションを生み出す、新たな科学知

識に基づく革新的技術のシーズを創出することを目的とした基礎研究を推進します。国（文部

科学省）が戦略目標を設定し、その下に推進すべき研究領域と研究領域の責任者である研究総

括（プログラムオフィサー）をＪＳＴが定めます。研究提案は研究領域ごとに募集し、研究総

括が領域アドバイザーらの協力を得ながら選考します。 

研究領域の下、「ＣＲＥＳＴ」では選定された研究代表者が研究チームを編成して、「さきが

け」では研究者が個人で、研究を推進します。「ＡＣＴ－Ｘ」は優れた若手研究者を見いだして

育成するプログラムであり、研究総括および領域アドバイザーの助言・指導の下、若手研究者

の個人研究を支援するものです。 

なお２０２５年度の研究提案の募集は、２０２５年度に発足した新規研究領域と併せて、２

０２３年度、２０２４年度に発足した研究領域についても実施します。 

今回、新たに設定する研究領域は以下の通りです。 
 
ＣＲＥＳＴ 

「ゆらぎの導入・制御による機能性材料の創製」（研究総括：佐々木 高義） 

「実環境知能システムを実現する基礎理論と基盤技術の創出」（研究総括：尾形 哲也） 

「人とＡＩの共生・協働社会を実現する学際的システム基盤の創出」（研究総括：和泉 潔） 

「異分野融合による超生体組織の創製と新機能の創出」（研究総括：秋吉 一成） 
 
さきがけ 

「量子物質」（研究総括：齊藤 英治） 

「ゆらぎの理解と制御による材料革新」（研究総括：常行 真司） 

「実世界知能システムの基盤創出」（研究総括：原田 達也） 

「人とＡＩの共生・協働社会を構成する要素研究と基盤技術の創出」（研究総括：山下 直美） 

「多細胞動態の理解と制御による超生体組織の創出」（研究総括：永樂 元次） 
 
ＡＣＴ－Ｘ 

「生体機能の理解とデザイン」（研究総括：伊川 正人） 
 

＜募集期間＞ 

２０２５年４月８日（火）～ ５月２７日（火）正午（さきがけ・ＡＣＴ－Ｘ） 

２０２５年４月８日（火）～ ６月３日（火）正午（ＣＲＥＳＴ） 
 
研究提案募集の詳細については、別紙および下記ウェブサイトを参照してください。 

ＵＲＬ https://www.jst.go.jp/kisoken/boshuu/teian.html 
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＜添付資料＞ 

別紙：戦略的創造研究推進事業における２０２５年度の研究提案募集の概要 

 

＜お問い合わせ先＞ 

科学技術振興機構 戦略研究推進部 

〒102-0076 東京都千代田区五番町７ Ｋ’ｓ五番町 

櫻間 宣行（サクラマ ノリユキ） 

E-mail：rp-info[at]jst.go.jp 

※お問い合わせは電子メールでお願いします。 

 

 

 

  

＜科学を支え、未来へつなぐ＞ 
例えば、世界的な気候変動、エネルギーや資源、感染症や食料の問題。私たちの行く手にはあま

たの困難が立ちはだかり、乗り越えるための解が求められています。ＪＳＴは、これらの困難に「科

学技術」で挑みます。新たな価値を生み出すための基礎研究やスタートアップの支援、研究戦略の

立案、研究の基盤となる人材の育成や情報の発信、国際卓越研究大学を支援する大学ファンドの運

用など。ＪＳＴは荒波を渡る船の羅針盤となって進むべき道を示し、多角的に科学技術を支えなが

ら、安全で豊かな暮らしを未来へとつなぎます。 

ＪＳＴは、科学技術・イノベーション政策推進の中核的な役割を担う国立研究開発法人です。 
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戦略的創造研究推進事業における２０２５年度の研究提案募集の概要 

 

１．事業の趣旨 

本事業は、日本が直面する重要な課題の克服に向けて、挑戦的な基礎研究を推進し、社

会・経済の変革をもたらす科学技術イノベーションを生み出す、新たな科学知識に基づく

創造的な革新的技術のシーズ（新技術シーズ）を創出することを目的としています。 

 

２．事業の概要 

国の科学技術政策や社会的・経済的ニーズなどを踏まえて国（文部科学省）が設定する

「戦略目標」の下に、推進すべき研究領域と研究領域の責任者である研究総括（プログラ

ムオフィサー）をＪＳＴが定めます。研究総括は、戦略目標の達成へ向けて、科学技術イ

ノベーションを生み出す革新的技術のシーズの創出を目指した戦略的な基礎研究を推進し

ます。 

本事業のうち、「ＣＲＥＳＴ」「さきがけ」「ＡＣＴ－Ｘ」では、研究総括が研究領域を「ネッ

トワーク型研究所」として運営します。研究領域ごとに研究提案を募集し、研究総括が領

域アドバイザーらの協力を得ながら選考します。研究領域の下で、選定された研究代表者

が研究チームを編成し（ＣＲＥＳＴ）、または研究者が個人で（さきがけ、ＡＣＴ－Ｘ）、

研究を推進します。 

    
 

 

 

３．各研究タイプの概要と特徴 

（１）ＣＲＥＳＴ 

ａ．ＣＲＥＳＴは、我が国が直面する重要な課題の克服に向けて、独創的で国際的に高い

水準の目的基礎研究を推進し、社会・経済の変革をもたらす科学技術イノベーション

に大きく寄与する、新たな科学知識に基づく創造的で卓越した革新的技術のシーズ（新

技術シーズ）を創出することを目的とするネットワーク型研究（チーム型）です。研

究領域の責任者である研究総括が定めた研究領域運営方針の下、研究総括が選んだ、

日本のトップ研究者が率いる複数のベストチームが、チームに参加する若手研究者を

育成しながら、戦略目標の達成に向けて研究を推進します。 

ｂ．研究総括が、産・学・官の各機関に所在する研究代表者を総括し、研究領域を「ネッ

トワーク型研究所」として運営します。研究総括は、その研究所長の役割を果たす責

任者として、領域アドバイザーなどの協力を得ながら以下の手段を通じて研究領域を

運営します。 

別 紙 

図１ 研究の実施体制 

（ＣＲＥＳＴの場合） 

図２ 研究の実施体制 

（さきがけ、ＡＣＴ－Ｘの場合） 
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･研究領域の運営方針の策定 

･研究課題の選考 

･研究計画（研究費、研究チーム編成を含む）の調整・承認 

･各研究代表者が研究の進捗状況を発表・議論する「領域会議」の開催、研究実施場所

の訪問やその他の機会を通じた、研究代表者との意見交換、研究への助言・指導 

･研究課題の評価 

･その他、必要な手段 

ｃ．研究代表者は、自らが立案した研究構想の実現に向けて、複数の研究者からなる１つ

の最適な研究チームを編成することができます。研究代表者は、自らが率いる研究チー

ム（研究課題）全体に責任を持ちつつ、研究領域全体の目的に貢献するよう研究を推

進します。 

 

（２）さきがけ 

ａ．さきがけは、我が国が直面する重要な課題の克服に向けて、独創的・挑戦的かつ国際

的に高水準の発展が見込まれる先駆的な目的基礎研究を推進し、社会・経済の変革を

もたらす科学技術イノベーションの源泉となる、新たな科学知識に基づく創造的な革

新的技術のシーズ（新技術シーズ）を世界に先駆けて創出することを目的とするネッ

トワーク型研究（個人型）です。研究領域の責任者である研究総括が定めた研究領域

運営方針の下、研究総括が選んだ若手研究者が、研究領域内および研究領域間で異分

野の研究者ネットワークを形成しながら、戦略目標の達成を目指し、若手ならではの

チャレンジングな個人型研究を推進します。 

ｂ．研究総括が、個人研究者を総括し、研究領域を「ネットワーク型研究所」として運営

します。研究総括は、その研究所長の役割を果たす責任者として、領域アドバイザー

などの協力を得ながら以下の手段を通じて研究領域を運営します。 

 研究領域の運営方針の策定 

 研究課題の選考 

 研究計画（研究費計画を含む）の調整・承認 

 各個人研究者が研究の進捗状況を発表・議論する「領域会議」の開催、研究実施場所

の訪問やその他の意見交換などの機会を通じた、個人研究者への助言・指導 

 研究課題の評価 

 その他、研究活動のさまざまな支援など、必要な手段 

ｃ．個人研究者は、自らの着想をもとに立案した研究構想の実現に向けて、自己の研究課

題の実施に責任を持ちつつ、研究領域全体の目的に貢献するよう研究を推進します。

また、領域会議に参加し、研究総括や領域アドバイザー等と議論・交流をするととも

に、若手研究者同士がお互いに切磋琢磨し相互触発することを通じて、将来の連携に

つながる研究者のヒューマンネットワーク構築に取り組みます。 

 

（３）ＡＣＴ－Ｘ 

ａ．ＡＣＴ－Ｘは、我が国が直面する重要な課題の克服に向けて、優れた若手研究者を発

掘し、育成することを目的とするネットワーク型研究（個人型）です。研究総括が定

めた研究領域運営方針の下、独創的・挑戦的なアイデアを持つ研究者を見いだし、科

学技術イノベーションにつながる新しい価値の創造を目指した研究を行うことを支援

し、研究総括および領域アドバイザーの助言・指導の下、若手研究者が独自のアイデ

アからなる研究を進め、研究領域内外の異分野の研究者と相互触発することで、研究

者ネットワークを形成しながら研究者としての個を確立することを目指します。 
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ｂ．今年度の募集では、以下の個人研究者を対象とします。 

○ ２０２５年４月１日時点で博士の学位取得後８年未満 

○ 博士の学位未取得の場合は、２０２５年４月１日時点で学士の学位取得後１３年

未満 

○ 学位を取得後に取得した産前・産後の休暇、育児休業の期間を除くと上記該当年

数未満 

上記にかかわらず、学生は大学院生に限り応募が可能です。大学院生や企業の若手研

究者からの積極的な応募も期待しています。 

ｃ．研究総括が、個人研究者を総括するとともに、個人研究者それぞれに対してメンター

の役割をも担う担当の領域アドバイザーを配置し、研究領域を「ネットワーク型研究

所」として運営します。研究総括は、その研究所長の役割を果たす責任者として、領

域アドバイザー等の協力を得ながら以下の手段を通じて研究領域を運営します。 

 研究領域の運営方針の策定 

 研究課題の選考 

 研究計画（研究費計画を含む）の調整・承認 

 各個人研究者が研究の進捗状況を発表・議論する「領域会議」の開催、研究実施場所

の訪問やその他の意見交換などの機会を通じた、個人研究者への助言・指導 

 研究課題の評価 

 その他、研究活動のさまざまな支援など、必要な手段 

ｄ．個人研究者は、自らの着想をもとに立案した研究構想の実現に向けて、自己の研究課

題の実施に責任を持ちつつ、研究領域全体の目的に貢献するよう研究を推進します。

また、領域会議に参加し、研究総括や領域アドバイザー等と議論・交流をするととも

に、若手研究者同士がお互いに切磋琢磨し相互触発することを通じて、将来の連携に

つながる研究者のヒューマンネットワーク構築に取り組みます。なお、学生など所属

機関の規定により委託研究費の執行権限を有さず委託研究契約の当事者となれない方

が応募する場合には、指導教員等も委託研究契約における責任を負っていただきます。 

 

４．文部科学省のＡＩＰプロジェクト（人工知能／ビッグデータ／ＩｏＴ／サイバーセキュ

リティ統合プロジェクト）における役割について 

ＡＩＰプロジェクトは文部科学省において２０１６年度より開始された事業であり、世

界最先端の人材を結集し、革新的な人工知能技術を中核として、ビッグデータ・ＩｏＴ・

サイバーセキュリティを統合した研究開発を行う拠点「ＡＩＰセンター」を理化学研究所

で運営し、イノベーションを切り開く独創的な研究者などを支援する公募プログラムをＪ

ＳＴの戦略的創造研究推進事業の一部として推進します。 

ＪＳＴでは、関係する研究領域群を「ＡＩＰネットワークラボ」と称して、２０２５年

度発足領域ではＣＲＥＳＴ「実環境知能システムを実現する基礎理論と基盤技術の創出」、

ＣＲＥＳＴ「人とＡＩの共生・協働社会を実現する学際的システム基盤の創出」、さきがけ

「実世界知能システムの基盤創出」、さきがけ「人とＡＩの共生・協働社会を構成する要素

研究と基盤技術の創出」、の４つ（２０２３年度、２０２４年度発足領域と合わせて１１）

の研究領域で研究提案募集を実施します。 

 

５．各研究タイプの研究費や研究期間など 

原則として下記の通りですが、各研究領域の運営方針により異なる場合があります。詳

細は研究提案募集ウェブサイトの「提案を募集する研究領域」より各研究領域の募集方針

をご確認ください。 
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ＵＲＬ https://www.jst.go.jp/kisoken/boshuu/teian.html 

 

研究タイプ 研究期間内の研究費総額 研究期間 

ＣＲＥＳＴ １.５～５億円 ５年半以内 

さきがけ ３～４千万円 ３年半以内 

ＡＣＴ－Ｘ 
４．５～６百万円程度 

（加速フェーズ注）：最大１千万円） 

２年半以内 

（加速フェーズ：さらに１年以内） 

注）加速フェーズ：ＡＣＴ－Ｘの研究期間は２年半を標準としますが、採択された研究者

が希望する場合は、その後に加速フェーズと呼ばれる追加支援を受けられる可能性が

あります。加速フェーズの支援を受けられる課題数、研究費は研究領域ごとに設定し

ます。 

 

６．研究提案を募集する研究領域と募集期間 

２０２５年度に研究提案を募集する研究領域と募集期間は、以下の通りです。 

２０２５年度の研究提案の募集・選考は、２０２３年度、２０２４年度に発足した研究

領域と２０２５年度に発足する新規研究領域で行います。 

なお、研究提案者として応募できるのは「ＣＲＥＳＴ」、「さきがけ」、「ＡＣＴ－Ｘ」の

いずれか１件のみです。重複して応募することはできません。ただし、２０２２年度より

「さきがけ」、「ＡＣＴ－Ｘ」個人研究者と「ＣＲＥＳＴ」の主たる共同研究者を同時に応

募、実施することを可能としています。 

 

ＣＲＥＳＴ： ２０２５年４月８日（火）～６月３日（火）正午 

さきがけ・ＡＣＴ－Ｘ： ２０２５年４月８日（火）～５月２７日（火）正午 
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ＣＲＥＳＴ・さきがけ 複合領域 

２０２３年度発足研究領域 

戦略目標 研究領域とその概要 研究総括 

量子フロンティア開

拓のための共創型研

究 

「量子・古典の異分野融合による共創型フロンティ

アの開拓」 

本研究領域は、量子コンピュータ・量子通信・量子

センサー等の量子情報技術を単独または組み合わせ

て、ハードを造る・システム化する・ソルバーとして

使う・ソフトを開発する・新しい使い方を開拓するに

あたり、他の分野（素粒子・宇宙、物性物理、化学、

材料工学、電気電子、情報処理、機械工学、計算科学、

最適制御、ＡＩ、基礎数理など）の既存成果や考え方

を積極的に取り入れたり、逆にこれらの分野に共創

的に融合したりして分野の変化をもたらすことによ

り、新たな「量子フロンティア」の開拓を目指します。 

このため、多くの分野や階層が有機的に融合し、新

たな要素技術が大きく育つように、ネットワーク型

のＣＲＥＳＴ研究と個人型のさきがけ研究を一体運

営したハイブリッド型の領域です。 

井元 信之 

（東京大学 

特命教授室 

特命教授） 
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ＣＲＥＳＴ 

２０２５年度発足研究領域 

戦略目標 研究領域とその概要 研究総括 

ゆらぎの制御・活用

による革新的マテリ

アルの創出 

「ゆらぎの導入・制御による機能性材料の創製」 

本研究領域では、材料の機能や特性を決定づける

重要な因子の一つである、空間的・時間的なゆらぎに

焦点を当て、その制御、活用を指導原理として材料創

製を推進します。近年の材料科学を取り巻く計測技

術、計算科学等の急速な発展により、従来は、困難で

あったゆらぎの多角的かつ精密な可視化・解析が可

能になりつつあります。これらの新たな技術的展開

を踏まえてゆらぎと材料機能との関係を解明し、そ

の知見を活用した革新的な材料の創出を目指しま

す。具体的な研究対象としては、金属・無機材料、有

機・高分子材料、およびそれらの複合材料などの広範

な材料とし、材料に内在する空間的・時間的ゆらぎを

理解し、意図的にゆらぎを導入・制御することで斬新

な機能性を発現させ、革新的マテリアルの創出につ

なげることを目標とします。特に、先端計測技術、計

算科学、データ科学と最新の材料合成プロセスを組

み合わせた従来にない効率的かつ戦略的な取り組み

を重視します。 

本研究領域ではゆらぎとして、原子配列、組成、イ

オンや分子の配向などの不均一性や乱れ、非平衡、ダ

イナミクスなどを想定します。代表的な例として、点

欠陥や転位、界面、階層構造、分子の構造や配向など

が挙げられますが、これらに限定されるものではな

く幅広い視点からゆらぎを捉えます。また、様々な研

究分野の連携や多様な材料系で得られた知見の融合

を通じて、これまで未解明であった材料におけるゆ

らぎの深い理解や、特定の材料に依存しない基礎学

理の構築を目指すとともに、既往の材料では実現が

困難であった機能の創出や新材料の創製に取り組み

ます。 

佐々木 高義 

（物質・材料

研究機構 

フェロー） 

実環境に柔軟に対応

できる知能システム

に関する研究開発 

「実環境知能システムを実現する基礎理論と基盤技

術の創出」（ＡＩＰネットワークラボ） 

本研究領域は、実環境・物理空間における多様かつ

予測困難な状況変化に対して柔軟かつ安全に対応で

きる高度な知能システムの構築に向けた基礎学理と

基盤技術の創出を目指します。 

近年の超大規模深層学習に基づく生成ＡＩ技術

は、サイバー空間を中心とした人の知的活動全般に

急速な変革をもたらす一方で、実環境や物理世界に

おける社会実装は十分には進んでいません。本研究

領域では、ＡＩ技術とロボティクスやＩｏＴ技術と

の融合によりＡＩに身体性を付与するなど、知能、機

尾形 哲也

（早稲田大学 

理工学術院 

教授／次世代

ロボット研究

機構 所長） 
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戦略目標 研究領域とその概要 研究総括 

械、数理、制御、計算、通信、神経科学等の学術分野

の融合・連携により、実環境・物理空間に対応可能な

知能システム構築に資する研究開発を推進します。 

具体的には、実環境に柔軟に対応できるＡＩモデ

ル開発、知能と身体機能・駆動機構システムの融合、

実環境知能システムを支えるシステム基盤構築等の

課題において、分野横断的かつ国際的な協調・共創に

よる革新的な研究開発に取り組みます。それにより、

将来的に製造・流通・モビリティ等における社会課題

の解決やイノベーション創出に寄与します。 

安全かつ快適な“人

とＡＩの共生・協働

社会”の実現 

「人とＡＩの共生・協働社会を実現する学際的シス

テム基盤の創出」（ＡＩＰネットワークラボ） 

 本研究領域では、信頼性・公平性・安全性等を考

慮しながら、ＡＩと人の共生や多様なＡＩの連携を

可能とする技術の発展及びそれらを基にした複数の

人と複数のＡＩによる協働の実現を目指します。 

今後、ＡＩがさらに高度化・多様化していくと見

込まれる中で、人と多様なＡＩの協働に向けた多角

的な取り組みが期待されている一方、高度化したＡ

Ｉが無秩序に乱立することで、実世界における予期

しない振る舞いや人間の制御が及ばなくなるリスク

や粗悪なＡＩや悪意のあるＡＩが社会に悪影響を及

ぼす可能性も指摘されています。本研究領域では、

これらの期待や課題に対応するために、情報科学技

術の知見だけでなく、社会学、心理学、経済学と

いった人文・社会科学の知見を高度に融合し、学際

的なアプローチによる取り組みを進めます。 

具体的には、（１）人とＡＩが安全かつ快適に共

生し、ともに成長するために必要となる技術・知見

の獲得、（２）多様なＡＩ同士それぞれの特徴を活

かしてサイバー・フィジカル両面で協働するために

必要となる情報科学技術の創出、（３）複数の人と

ＡＩが協働することでよりよい社会につなげるため

の理論体系や関係する個別要素技術を統合して仮想

空間や実フィールドにおいて評価する手法の構築、

等の課題に関わる研究開発を推進します。領域およ

び研究課題の推進にあたっては、ＡＩのリスク管理

や規制のあり方に関する国際的な標準や展開も見据

える等、国際的な動向を踏まえて取り組みます。 

和泉 潔 

（東京大学 

大学院工学系

研究科 教

授） 
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戦略目標 研究領域とその概要 研究総括 

超生体組織創出への

挑戦 

「異分野融合による超生体組織の創製と新機能の創

出」 

 本研究領域では、生体が持つ本来の機能を増強あ

るいは減弱した組織、また新規機能の付加などによ

り特定の機能に特化または適合させた組織を超生体

組織と捉え、様々な生体物質や人工物質の組み合わ

せによって、その創製に挑戦します。 

 具体的には、生体と同等の機能や形態、あるいは極

性を有する高機能・高品質な組織を構築するととも

に、細胞集団の構成、組織化をデザイン、制御するこ

とで特定の機能を発揮するような動的材料システム

の創出にも併せて取り組みます。このビジョンの実

現には、ものづくり研究が現象理解や原理解明と相

互に循環することが重要であり、分野の枠を超えた

新しい発想や概念、技術を取り込むことが必要不可

欠です。このため、本研究領域では、幅広い分野への

実用化を見据えた展開と、出口にとらわれない自由

な発想に基づく基礎研究、双方の視点を持つ研究開

発を、分野融合と研究者の繋がりにより促進します。

また、細胞間コミュニケーション等の生体組織制御

機構および材料・デバイスと細胞集団の複合的動態

への理解とモデル化、並びに、これら取り組みに資す

る新たな要素技術の開発も推進します。 

本領域で創出される革新的な技術や新たな知見

は、バイオ・ライフサイエンス・材料・医療分野等に

イノベーションをもたらすことが期待されます。 

秋吉 一成

（京都大学 

大学院医学研

究科 名誉教

授・特任教

授） 
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２０２４年度発足研究領域 

戦略目標 研究領域とその概要 研究総括 

新たな社会・産業の

基盤となる予測・制

御の科学 

「予測・制御のための数理科学的基盤の創出」（ＡＩ

Ｐネットワークラボ） 

本研究領域では、社会課題に関わるリアルタイム

データやビッグデータ等に対して、数学・数理科学と

他分野との融合により先進的な数理解析・評価手法

を開発し、その解析・評価結果を基にした予測・制御

のための新たな基礎学理の創出と、実課題に適用す

るための基盤技術の確立を目指します。 

具体的には、複数の現象が絡み合う社会課題を数

理モデルや数学的記述により抽象化し、その因果関

係や主要因となるパラメータを導出し、現象に関す

る各分野の専門的知見やＡＩ・機械学習等を活用す

ることで、その確からしさの検証や変化の予兆と変

化後の状態の特定、そして現象への介入の試行に取

り組みます。また、実課題に適用するために、各分野

の専門的知見や社会・産業のニーズ等も踏まえた上

で、予測プログラムの開発や新たな介入・制御手法の

提案にも取り組みます。 

小谷 元子 

（理化学研究

所 理事長特

別補佐（領域

総括）／開拓

研究所 所長

／数理創造研

究センター 

チームディレ

クター 

東北大学 理

事／材料科学

高等研究所 

主任研究者） 

持続可能な社会を支

える光と情報・材料

等の融合技術フロン

ティア開拓 

「光と情報・通信・センシング・材料の融合フロン

ティア」 

本研究領域では、持続可能な社会を支える実世界

と融合したグリーン情報システムの実現に必要な基

盤技術を創出します。光／光子と電子との本質的な

性質の違いに着目して、電子に対する光子の利点を

最大限に活用した革新的情報処理、通信、センシン

グシステムを開拓することを目指します。またその

ために必要な新しい材料やプロセス技術開発にも取

り組みます。目的達成には従来の常識から脱却して

取り組む必要があり、その手段として、情報システ

ム、デバイス、材料研究者等の分野融合のシナジー

に期待しています。 

中野 義昭 

（豊田工業大

学 副学長／

工学部 教

授） 
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戦略目標 研究領域とその概要 研究総括 

選択の物質科学～持

続可能な発展型社会

に貢献する新学理の

構築～ 

「材料創製および循環プロセスの革新的融合基盤技

術の創出とその学理構築」 

 本研究領域は、世界中で顕在化している環境問題、

資源問題のうち、物質・材料の持続可能性に着目し、

材料創製研究および循環プロセス研究を融合した革

新的な基盤技術の創出およびそこから見出される基

礎学理の構築を目的とします。 

 材料創製研究においては、原料として資源制約を

受けにくい物質・材料の利用または将来的なアップ

サイクルを指向した再生材の利用を前提とし、使用

時に求められる機能性の追求に加え、使用後の再利

用を考慮した資源循環型材料設計指針の確立を目指

します。 

 循環プロセス研究においては、材料創製が求める

性能・機能を満足した再生材の大量かつ安定供給を

可能にする技術、社会実装上、材料創製に必要な要求

（価格や安全性など）を達成可能な選択的かつ効率

的な分離・回収技術の開発を目指します。 

 二つの研究を連携することにより、資源循環シス

テムの構築を目指す研究を推進します。 

 また、本研究領域で構築される新たな学理を国際

的に発信することも目的とし、国際的な観点から見

てプレゼンスの高い学術誌に公刊され得る基礎的か

つ学術的な研究成果が期待されます。 

岡部 朋永

（東北大学 

大学院工学研

究科 教授／

グリーン未来

創造機構 グ

リーンクロス

テック研究セ

ンター長） 

「生命力」を測る～

未知の生体応答能力

の発見・探査～ 

「革新的な計測・解析技術による生命力の解明」 

本研究領域は、ニーズ志向の分野横断アプローチ

を通じて、さまざまな計測パラメーターの重ね合わ

せによって「生命力（Ｔｈｅ ｐｏｗｅｒ ｏｆ ｌｉ

ｆｅ）」を解き明かすことを目標とし、「生命力」を

可視化・浮き彫りにするための革新的な計測・解析技

術の開発と、開発された技術を活用した「生命力」の

解明を目指します。 

本研究領域では、参加する研究者自らが考える「生

命力」を追求し、その解明と理解を目指します。なお、

「生命力」には、生命が生み出す力と、生命を生み出

す力のいずれもが含まれるものとします。 

「生命力」を解明するため、研究者間で分野横断的

な融合チームを組み、生命科学のニーズを見据えた

革新的な計測・解析技術を開発します。 

本研究領域において、生命科学のニーズに応える

革新的な計測・解析技術が開発され、これまで見えて

こなかった、もしくは顧みられてこなかった「生命

力」の解明を通じ、本研究領域から新しい生命観が創

造されることを期待します。 

水島 昇 

（東京大学 

大学院医学系

研究科 教

授） 
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２０２３年度発足研究領域 

戦略目標 研究領域とその概要 研究総括 

海洋とＣＯ２の関係

性解明と機能利用 

「海洋とＣＯ２の関係性解明から拓く海のポテン

シャル」 

本研究領域では、異分野融合アプローチによる、大

気・陸域と海洋の炭素交換過程の解明、大気中ＣＯ２

濃度増加への生態系を含む海洋の応答機能の解明を

通じた海洋とＣＯ２の関係の統合的理解と、海洋機能

を最大限活用した気候変動対策のためのイノベー

ション創出を目指します。 

具体的には、大気ＣＯ２濃度増加がもたらす海洋へ

の影響について、以下の３つのテーマを柱として進

めます。１)海洋の炭素吸収・貯留・隔離プロセス及

び温暖化・酸性化・貧酸素化による炭素循環への

フィードバックプロセスの解明、２）海洋生態系サー

ビスへの温暖化・酸性化・貧酸素化を含めた影響評価

と炭素循環へのフィードバックプロセスの解明、３）

海洋とＣＯ２の関係性を解明・制御するための革新的

な基盤技術の開発。 

研究領域の推進にあたっては、ＣＯ２をはじめとす

る炭素循環の様々な要因を高い精度で定量的に把握

することや、各種大規模データの解析やモデル化と

検証が求められることから、海洋系の研究分野に加

え、陸域炭素循環に関連する林学・農学、機械学習な

どを含む情報科学、そして計測技術などを含む工学

など、多様な分野の研究者が「海を解き明かす」こと

を目指します。その異分野連携においては統合的か

つフレキシブルな運営を推進し、さらに戦略目標の

達成に向けた成果を最大化すべく、さきがけ研究領

域「海洋バイオスフィア・気候の相互作用解明と炭素

循環操舵」とも連携を進めていきます。 

 

 

伊藤 進一

（東京大学 

大気海洋研究

所 教授） 

新たな半導体デバイ

ス構造に向けた低次

元マテリアルの活用

基盤技術 

「ナノ物質を用いた半導体デバイス構造の活用基盤

技術」 

本研究領域では、令和５年度戦略目標「新たな半導

体デバイス構造に向けた低次元マテリアルの活用基

盤技術」に基づいて、グラフェンや遷移金属ダイカル

コゲナイド物質に代表される２次元物質やナノ

チューブ、ナノワイヤーに代表される１次元物質（以

下ナノ物質）を用いた半導体デバイスを近未来に活

用するための基盤技術を構築します。 

ここで基盤技術とは、生産性の向上において波及

効果が大きい基本原理・技術を指します。具体的に

は、ナノ物質を用いた半導体ウエハー・デバイス作製

齋藤 理一郎 

（東北大学 

名誉教授） 
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戦略目標 研究領域とその概要 研究総括 

と動作回路の構築、ならびにナノ物質に特化したデ

バイスの動作原理を指します。対象はナノ物質を用

いた半導体です。電界効果トランジスタ（ＦＥＴ）論

理回路、フレキシブルデバイス、ｐｎ／ヘテロ接合素

子、熱電素子、太陽電池、ＬＥＤ発光・受光素子、Ｔ

Ｈｚ遠赤外素子、化学／生物物質センサー、人工筋

肉、ＭＥＭＳなど様々なデバイスを対象とします。素

子単独だけでなく回路・システムとして総合的に構

築し、実用に向け「死の谷（注：基礎研究と実用の間

にある困難を象徴する言葉）にかける橋」を目指しま

す。システムを構築するために、研究実績のある研究

者間で異分野の融合チームを組み、高度な基礎学理

に基づき、ナノ物質材料の創製と提供、デバイス作

製、回路構成等の成果を研究期間前半で実現し、さら

にプロセス技術も含めて、将来の実用に繋がる次世

代の革新的半導体基盤技術を創出します。 

革新的な細胞操作技

術の開発と細胞制御

機構の解明 

「細胞操作」 

本研究領域は、細胞制御の機構に関する操作と理

解をインタラクティブに進めることにより、ライフ

サイエンスの幅広い分野にインパクトをもたらす技

術革新の創出を目指します。 

細胞という複雑な要素から構成される集合システ

ムを支配する因果関係を暴くには、ある特定の要素

の働きを操作してシステム全体あるいは他の要素の

振る舞いを調べることが有効です。そこで本研究領

域は、技術開発の側に立って、細胞制御機構の操作

（細胞操作と略称）に焦点を合わせる方針をとりま

す。解析に伴って必然的に起こる対象への操作を定

量的に扱う必要を認識しつつ、対象を自在に操作す

る技術の開発を鋭意進めます。 

細胞操作とは細胞を遊ぶことであると捉え、細胞

遊びを巡って生まれる操作と理解のスパイラルが、

領域の外とも相互作用しながら正に成長し、どこか

でたとえ小さくても新しい渦を創ることを望みま

す。想定外の展開を積極的に取り込み、採択された各

研究チームが設定目標を大胆に見直しながら研究を

進めることで、領域自身もしなやかな成長を図りま

す。 

宮脇 敦史

（理化学研究

所 脳神経科

学研究セン

ター／光量子

工学研究セン

ター チーム

リーダー） 
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さきがけ 

２０２５年度発足研究領域 

戦略目標 研究領域とその概要 研究総括 

非連続な技術革新を

目指す量子マテリア

ル研究 

「量子物質」 

本研究領域では、「電子の運動やスピン、光、準粒

子などの量子状態を制御することで、新たな物性や

量子機能が発現する物質・材料・構造」を広く量子物

質と捉え、量子物質を「作る・計る・加工する・制御

する・理解する」ことを通じて、様々な社会課題の解

決に貢献する新たな量子機能物質・材料を創出・制御

することを目指します。 

具体的には、強相関電子材料、スピントロニクス材

料、トポロジカル量子物質、２次元層状材料、固体量

子光源、ナノフォトニクス材料、新奇超伝導物質、準

粒子系、メタマテリアル、外場駆動による非平衡物質

など広範な分野の量子物質を開拓し、理論・実験・計

測・成長・プロセス技術・制御技術の研究者が互いに

刺激し合いながら新たな物質の探索、既存物質の新

たな量子機能の発現および高機能化、外場駆動によ

る通常の物質の量子物質化、またこれら量子機能の

制御を目指す研究を推進します。 

齊藤 英治

（東京大学 

大学院工学系

研究科 教

授） 

ゆらぎの制御・活用

による革新的マテリ

アルの創出 

「ゆらぎの理解と制御による材料革新」 

本研究領域では、不均一性や欠陥などの空間的な

ゆらぎ、ダイナミクスや非平衡現象などの時間的な

ゆらぎの理解と制御により、社会課題の解決や人類

の幸福度向上に資する革新的な材料の創出を目指し

ます。具体的には、構造、欠陥、組成、イオン、分子、

配向などの空間的なゆらぎや時間的なゆらぎがもた

らす材料特性に着目し、その原理やメカニズムの解

明を通して、飛躍的な性能を有する材料の創製を図

ります。またその礎となる分析計測技術、シミュレー

ション技術、データ解析技術、プロセス技術などの基

盤技術を創成します。 

常行 真司

（東京大学 

大学院理学系

研究科 教

授） 

実環境に柔軟に対応

できる知能システム

に関する研究開発 

「実世界知能システムの基盤創出」（ＡＩＰネット

ワークラボ） 

本研究領域は、ＡＩのさらなる高度化と実世界へ

の応用領域の拡大を目指し、ロボットやＩｏＴ機器

などの機械工学分野をはじめ、制御、数理、脳科学、

通信など多岐にわたる分野とＡＩを融合させること

で、基礎学理の深化および基盤技術の確立に取り組

みます。 

現在主にサイバー空間で活用されているＡＩの技

術を物理空間まで拡大するためには、計算資源、学習

データ量、推論性能等の制約に伴う技術的限界を克

服し、常に変化する予測困難な状況にも柔軟に対応

できる新たな方法論の確立など、いくつものブレー

原田 達也

（東京大学 

先端科学技術

研究センター 

教授） 
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戦略目標 研究領域とその概要 研究総括 

クスルーが求められます。本研究領域では、このよう

なブレークスルーに取り組み、実環境において多種

多様なタスクを人間と同等以上に遂行できる高度な

知能システムの実現に資する研究開発を推進しま

す。 

具体的には、実環境に柔軟に対応可能な知能情報

処理、知能と身体機能・駆動機構システムの融合、Ａ

Ｉを支えるシステム基盤構築等の課題における挑戦

的な研究を推進します。 

安全かつ快適な“人

とＡＩの共生・協働

社会”の実現 

「人とＡＩの共生・協働社会を構成する要素研究と

基盤技術の創出」（ＡＩＰネットワークラボ） 

 本研究領域では、信頼性・公平性・安全性等を考慮

しながら、ＡＩと人の共生や多様なＡＩの連携を可

能とする技術の発展及びそれらを基にした複数の人

と複数のＡＩによる協働の実現を目指します。 

 ＡＩと人が共生・協働する社会の実現に向けては、

単なるシステムの精度向上にとどまらず、人や社会

のウェルビーイングに資するＡＩやデザインの在り

方を検討することが不可欠です。また、ＡＩによる社

会課題の解決だけでなく、その普及がもたらす社会

課題の予兆を捉え、未然に防ぐ手法も求められます。

本研究領域では、このような観点に留意しながら、多

様なＡＩと人間が共存し、調和した共生・協働社会の

実現に向けたＡＩの開発やその要素技術の研究を推

進します。また、ＡＩが人や社会に与える影響を明ら

かにすることも重要な課題とし、システム開発に関

する研究だけでなく、人文・社会科学の視点や、医療・

教育・法律などＡＩが活用される分野ごとの専門的

な視点を取り入れた研究にも取り組みます。 

山下 直美

（京都大学 

大学院情報学

研究科 教

授） 

超生体組織創出への

挑戦 

「多細胞動態の理解と制御による超生体組織の創

出」 

本研究領域では、細胞集団が構造化し機能を発揮

する場における、細胞－細胞間または細胞－細胞外

環境間の動態を統合的に理解し、人工物質を活用し

た細胞集団の制御技術を確立することで、細胞集団

と人工物質の組み合わせにより初めて実現する性

質・機能・仕組みを有する複合的組織を創出すること

を目指します。 

近年の計測技術や生体適合材料の進歩により、細

胞集団と人工物質の多様な組み合わせが可能となっ

てきています。本研究領域では、これらの細胞集団と

人工物質を融合するための技術基盤を活用し、多細

胞状態を計測・予測・制御することで、多細胞での細

胞間コミュニケーションや細胞と人工物質の相互作

用など、細胞が構造化し高次な機能を発揮する場の

永樂 元次

（京都大学 

医生物学研究

所 教授） 
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戦略目標 研究領域とその概要 研究総括 

基礎的な理解を深めます。さらに、細胞集団が有する

既存の機能を制御・調整したり、新しい機能を付与し

たりすることで、「生体を超える」新たな組織の創出

や、「従来の技術を超えた」生体を模倣する組織の創

出を目指します。加えて、動物細胞を含めた様々な材

料を用いることで、農学や植物学などの分野への応

用を目指す研究も、本研究領域の対象に含めます。 

物質科学と生命科学のみならず、工学、材料科学や

数理科学など、幅広い分野の連携の下、細胞や材料、

技術への基礎的理解と新たな組織の設計・構築を巡

る知の循環により、本格的な異分野融合による「超生

体組織」の創出に挑みます。 
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２０２４年度発足研究領域 

戦略目標 研究領域とその概要 研究総括 

自律駆動による研究

革新 

「ＡＩ・ロボットによる研究開発プロセス革新のた

めの基盤構築と実践活用」（ＡＩＰネットワークラ

ボ） 

本研究領域では、自律駆動型の研究開発アプロー

チの確立を目指し、ＡＩ・ロボットを活用した研究開

発プロセスの革新につながる基盤技術の創出、なら

びに、ＡＩ・ロボットを活用した科学技術の発展を目

指します。具体的には、研究開発プロセスの革新のた

めの基盤技術として、ＡＩ・機械学習の方法開発、ロ

ボットシステムの構築を進めます。また、ＡＩ・ロ

ボット技術を活用した生命科学や材料科学等の科学

分野、計測工学や機械工学等の工学分野の具体的な

研究に取り組みます。基盤技術の開発と科学技術研

究への活用を密接に連携させながら進めることで、

新たな科学発見や技術革新の創出を目指しつつ、自

律駆動型研究開発の汎用的な枠組を構築します。 

竹内 一郎 

（名古屋大学 

大学院工学研

究科 教授 

理化学研究所 

革新知能統合

研究センター 

チームリー

ダー） 

新たな社会・産業の

基盤となる予測・制

御の科学 

「未来を予測し制御するための数理を活用した新し

い科学の探索」（ＡＩＰネットワークラボ） 

本研究領域では、社会課題に関係する各分野にお

ける複雑な現象や多様なデータを、数学・数理科学に

よって抽象化及び可視化することで解明・解析し、そ

の結果を現象の予測や制御に繋げるための新たな基

礎学理の創出を目指します。 

具体的には、社会課題を構成する様々な現象から

数学的な構造を抽出し、現象の起点や変化点におけ

る因果関係や主要因を説明する変数を探索します。

さらに、現象に関する専門的知見も活用しながら、そ

の確からしさの検証・実証や、それに基づく予測・制

御の実現可能性の検証に取り組みます。 

荒井 迅 

（東京科学大

学 情報理工

学院 教授） 

持続可能な社会を支

える光と情報・材料

等の融合技術フロン

ティア開拓 

「光でつなぐ情報と物理の融合分野の開拓」 

本研究領域では、持続可能な情報通信システムの

実現を目指して、我が国が強い光科学と情報・材料等

の科学を融合し、従来技術の限界を打破する革新的

な融合技術のフロンティアを開拓します。基礎科学

やデバイス・システムに関する要素技術の深掘りに

加え、利用技術開拓にわたる階層間の融合を推進す

ることで、革新的な技術創出と期待拡大の好循環を

生み出すことを目指します。 

本研究領域では、「光の真価を発揮する原理・要素

技術」と「光と異分野のハイブリッド技術」の２つを

柱として研究を推進します。具体的には、光の潜在能

力を最大限に引き出す要素技術の開発や新たな理

論・材料等を導入し、光の基礎原理・新現象等を追究

川西 哲也 

（早稲田大学 

理工学術院 

教授） 
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戦略目標 研究領域とその概要 研究総括 

することで、光を適材適所に活用したシステム全体

を効率化する技術の開拓を目指します。さらに、光と

情報等の科学の融合により、光や電子だけでは突破

できなかった従来の性能限界を超えるハイブリッド

技術を開発することで、従来限界を打開できるシス

テムの実証を目指します。 

選択の物質科学～持

続可能な発展型社会

に貢献する新学理の

構築～ 

「材料の創製および循環に関する基礎学理の構築と

基盤技術の開発」 

本研究領域は、世界中で顕在化している環境問題

や資源問題のうち材料の創製および循環に関する基

礎学理の構築と基盤技術の開発を目的とします。 

材料・化学、物理学、環境・エネルギー、バイオ、

エレクトロニクス、原子力、地質・海洋など幅広い分

野を対象とし、金属、無機、有機・高分子、バイオな

どにおいてこれまで取り扱われてきた純粋な材料だ

けでなく、不純物を含む複雑系材料にも焦点を当て

ます。すなわち、汎用資源やユビキタスに存在する原

料、不純物を含む複雑系（廃棄物・廃液）原料として、

高機能・高性能かつリサイクル性を考慮した材料の

創製、および材料創製に最適な形で再生材を供給可

能とする分離、分解、回収といった循環技術に関する

基礎研究を展開し、その基礎学理を構築すると共に、

循環型社会の実現に貢献する基盤技術の開発を目指

します。 

北川 進 

（京都大学 

高等研究院 

特別教授） 

「生命力」を測る～

未知の生体応答能力

の発見・探査～ 

「時空間マルチスケール計測に基づく生物の復元あ

るいは多様化を実現する機構の解明」 

本研究領域では、幅広い時空間スケールの中で生

物が示す応答の二面性に注目し、分野横断的な計測・

解析技術の最適化や開発を通して、この応答を実現

する機構を解明し、さらに制御することを目指しま

す。 

生物界で見られる事象は、空間的には分子レベル

から組織、個体、集団レベルまで、時間的には瞬時に

起こる化学反応から個体の成長や世代を越えた形質

の発現まで、広範なスケールにわたります。この中

で、外界からの刺激や時の移ろいの中で変化した生

物は、元の状態に戻ろうとする（復元）一方で、さら

に変化を推し進めて、元とは異なる状態で安定する

（多様化）こともあります。生物が示すこれらの応答

を、本研究領域では「生命力」として扱います。 

 計測、データ解析、仮説の立案と検証からなるサイ

クルを回して、様々な文脈において生命力を実現す

る機構を明らかにすることで、基礎生命科学におけ

る未解決の問題が解かれるのみならず、さらに未知

の生命力の発見につながることが期待されます。 

上村 匡 

（京都大学 

名誉教授） 
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２０２３年度発足研究領域 

戦略目標 研究領域とその概要 研究総括 

海洋とＣＯ２の関係

性解明と機能利用 

「海洋バイオスフィア・気候の相互作用解明と炭素

循環操舵」 

本研究領域では、海洋と気候のシステムの変貌と相

互作用を正しく理解するとともに、海洋における二

酸化炭素吸収等の人為的制御技術の研究・開発を進

めて、持続可能な温暖化抑制への貢献を目指します。 

具体的には、海洋と気候の相互作用の解明に関連す

る研究に加え、炭素循環などの人為的制御による温

暖化対策の可能性を評価・開発する研究を進めます。

ローカルからグローバルまでの多様な空間スケール

と地質学的な過去から未来までの多様な時間スケー

ルにおいて、環境学、気象学、海洋物理学、分析化学、

生態学、生命科学だけでなく、データ科学、人工知能、

情報通信、材料・デバイス工学における様々な先端技

術を用いて、観測、理論解析、数値計算、室内実験、

船上実験など様々な研究アプローチにより、炭素を

はじめとする物質循環の理解とその制御を目指す技

術開発に貢献します。 

神田 穣太 

（新潟大学 

大学院教育支

援機構 特任

教授） 

新たな半導体デバイ

ス構造に向けた低次

元マテリアルの活用

基盤技術 

「新原理デバイス創成のためのナノマテリアル」 

本研究領域では、２次元物質をはじめとする多様な

ナノマテリアルの電子デバイスに関する基礎学理の

構築と基盤技術の開発を目的とします。ナノマテリ

アルは、近年ファンデルワールス物質の特徴を生か

したナノチューブや２次元物質が最先端半導体デバ

イスのコアマテリアルとして期待されているだけで

なく、種々のセンサ、光デバイス、スピントロニクス

デバイスなどとして応用が進展しています。一方、２

次元物質は、そのデバイス化によってバルク材料で

は実現できない量子物性が数多く発見され、世界的

に大きなインパクトを与えています。このように、ナ

ノマテリアルとそのデバイスを用いて、先端エレク

トロニクスの基礎を切り開くとともに、新規物性を

開拓しこれに基づくデバイスの新原理を創成しま

す。これによって、ナノマテリアルでしかできない新

機能、高性能デバイスの実現を目指します。 

具体的には、ファンデルワールス物質に限らず、電

子機能を有するあらゆるナノマテリアルを対象と

し、極薄膜や界面なども含みます。物質の合成から、

デバイス作製とそのプロセス開発、基礎物性の解明

から機能開発と高度化まで、物理、化学、材料科学、

電子工学などの学際的アプローチで、独創性の高い

基礎学理を確立するとともに、ナノマテリアルの活

用基盤技術を構築します。 

岩佐 義宏 

（理化学研究

所 創発物性

科学研究セン

ター 副セン

ター長） 
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戦略目標 研究領域とその概要 研究総括 

人間理解とインタラ

クションの共進化 

「社会課題を解決する人間中心インタラクションの

創出」（ＡＩＰネットワークラボ） 

本研究領域では、システム開発と、人文・社会科学

的な研究による分析・評価を繰り返すことによって、

情報科学技術と人文・社会科学を融合させた総合知

的な研究を促進・浸透させ、これによって社会課題の

解決や人のＷｅｌｌ－ｂｅｉｎｇに資する人間中心

の新しいインタラクションを創出することを目指し

ます。 

具体的には、認知科学的な研究や質的な調査に基

づいた人間理解の深化と、そうした理解に基づいた

新規的かつ有用なインタラクションの創出、さらに

は情報科学技術と人文・社会科学分野をつなぐ新た

な研究手法を探求します。 

葛岡 英明 

（東京大学 

大学院情報理

工学系研究科 

教授） 

社会課題解決を志向

した計測・解析プロ

セスの革新 

「計測・解析プロセス革新のための基盤の構築」 

本研究領域では、革新的な計測技術に繋がる実験や

計算機シミュレーションの深耕とともに、最新の情

報科学に基づいた知識抽出技術を開拓し、世界トッ

プレベルの研究遂行を目指します。同じ戦略目標の

下に、既にＣＲＥＳＴの研究領域が設定されており、

計測・解析により現実の様々な難課題の解決を図る

ための研究が進められています。さきがけにおいて

は、その前段階となる基盤研究、とくに、①計測の原

理や手法の深化と革新（「見る」）、②インフォマティ

クスを活用したデータ解析による革新的な知識抽出

技術創出（「気づく」「わかる」）を目指します。そし

てＣＲＥＳＴと連携して、「見る」「気づく」「わかる」

の一連の研究開発プロセスの基盤形成を目指しま

す。 

田中 功 

（京都大学 

名誉教授／総

合研究推進本

部 特定教

授） 
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ＡＣＴ－Ｘ 

２０２５年度発足研究領域 

戦略目標 研究領域とその概要 研究総括 

超生体組織創出への

挑戦 

「生体機能の理解とデザイン」 

本研究領域は、革新的な発想・技術による生体機能

の理解の深化と、理解に基づく生体機能の独創的な

デザインの進化、両者の相乗効果による好循環を生

み出し、イノベーションに繋がる成果の創出ととも

に、生命科学研究の革新を目指します。 

具体的には、「生体機能の理解」に関する研究とし

ては、飛躍的に高解像度・高感度な観察・計測・プロ

ファイリング等による機能の発見・解明といった研

究が挙げられます。また、「生体機能のデザイン」に

関する研究としては、ゲノム編集技術やその発展技

術、機能性分子による生体機能の改変、あるいは新た

な生体機能創出といった研究が挙げられます。 

対象とする生体機能については、遺伝子発現・タン

パク質合成、修飾・代謝・分解や、細胞内・細胞間・

組織間の情報伝逹、さらには生殖・発生・分化・再生・

老化や、免疫・生体防御、共生、記憶・学習や生体リ

ズムなどのあらゆるものを含めます。対象とする生

物についても、動物に限らず、植物・微生物も含めま

す。対象に制限は設けませんが、これまでにない革新

的な発想・技術に基づく、挑戦的な研究であることを

必須とします。 

なお、研究推進にあたっては研究者育成の観点を

重視し、異分野の若手研究者同士が交流し相互に触

発する場を設けることで、未来に貢献する先端研究

を推進する研究者の育成、及び将来の連携につなが

る幅広い人的ネットワークの構築を図ります。 

伊川 正人

（大阪大学 

微生物病研究

所 教授） 

｢生命力｣を測る～未

知の生体応答能力の

発見・探査～ 

革新的な細胞操作技

術の開発と細胞制御

機構の解明 

老化に伴う生体ロバ

ストネスの変容と加

齢性疾患の制御に係

る機序等の解明 

『バイオＤＸ』によ

る科学的発見の追求 

ヒトのマルチセンシ

ングネットワークの

統合的理解と制御機

構の解明 

革新的植物分子デザ

イン 

細胞内構成因子の動

態と機能 

 

 

２０２４年度発足研究領域 

戦略目標 研究領域とその概要 研究総括 

自律駆動による研究

革新 
「生命と情報」（ＡＩＰネットワークラボ） 

本研究領域は、「生命」と「情報」という２つのキー

ワードの融合研究を企図し、広く生命科学に関わる

研究分野において、情報科学を用いた研究の革新を

目標とします。ここでは、ビッグデータを用いた機械

学習・ＡＩだけでなく、数理科学や物理モデルを用い

たシミュレーションなどの計算科学を含む広い意味

での情報科学を用いた研究課題を対象にします。研

究を推進するために取り扱われる多岐にわたる

杉田 有治 

（理化学研究

所 開拓研究

所 主任研究

員） 

｢生命力｣を測る～未

知の生体応答能力の

発見・探査～ 

革新的な細胞操作技

術の開発と細胞制御

機構の解明 



23 

戦略目標 研究領域とその概要 研究総括 

老化に伴う生体ロバ

ストネスの変容と加

齢性疾患の制御に係

る機序等の解明 

「データ」は、独自の実験から得られたものに限ら

ず、共同研究者等によって得られた「データ」や公共

のデータベース等で公開されているものを含みま

す。研究対象は、分子・細胞生物学や生物物理学など

の基礎生命科学から、創薬、メディカル、バイオテク

ノロジーなどへの応用課題も含みます。 

研究推進にあたっては研究者育成の観点を重視

し、異分野の若手研究者同士が交流し相互に触発す

る場を設けることで、社会に貢献する先端研究を推

進する研究者の育成、及び将来の連携につながる幅

広い人的ネットワークの構築を積極的に図ります。 

『バイオＤＸ』によ

る科学的発見の追求 

ヒトのマルチセンシ

ングネットワークの

統合的理解と制御機

構の解明 

革新的植物分子デザ

イン 

細胞内構成因子の動

態と機能 

持続可能な社会を支

える光と情報・材料

等の融合技術フロン

ティア開拓 

「ＡＩ共生社会を拓くサイバーインフラストラク

チャ」（ＡＩＰネットワークラボ） 

将来世界的に「ＡＩと共生する社会」となりネット

ワーク上を流通するデータ量が爆発的に増えていく

ことが予想されます。そのため、今後、ＡＩをより広

く社会で利用していくためには、このデータ流通の

中核となる次世代のサイバーインフラストラクチャ

（ＣＩ）を構築するための様々な課題に対応し、通信

や計算における様々な技術的限界やサービス・アー

キテクチャの変化による従来の考え方・原理の限界

を打破するような独創的なアイデアを持ち、技術と

社会の新たな分野を切り拓いていける優秀な若手研

究者を育成していくことが不可欠です。 

本研究領域は、現段階での応用への道筋は問わず、

「将来的に情報通信・情報科学の革新につながる技

術」というキーワードのもとに、若手研究者の新たな

発想に基づいた、次世代のＣＩの創造につながる挑

戦的な研究を推進します。具体的には情報、通信、シ

ステムアーキテクチャ、セキュリティ、ＡＩ、量子、

デバイス、ソフトウェア、数理、工学、社会科学等多

様な分野にわたる研究を推進し、自身の専門性に立

脚しつつも情報通信の幅広い階層を視野に入れた研

究を支援します。従来の情報通信の範疇にとどまら

ない新たな発想も歓迎します。 

下條 真司 

（青森大学 

ソフトウェア

情報学部 教

授） 

新たな半導体デバイ

ス構造に向けた低次

元マテリアルの活用

基盤技術 

Ｓ ｏ ｃ ｉ ｅ ｔ ｙ 

５．０時代の安心・安

全・信頼を支える基

盤ソフトウェア技術 

情報担体と新デバイ

ス 

最先端光科学技術を

駆使した革新的基盤

技術の創成 

次世代ＩｏＴの戦略

的活用を支える基盤

技術 

Ｓ ｏ ｃ ｉ ｅ ｔ ｙ 

５．０を支える革新

的コンピューティン

グ技術の創出 
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２０２３年度発足研究領域 

戦略目標 研究領域とその概要 研究総括 

人間理解とインタラ

クションの共進化 

「次世代ＡＩを築く数理・情報科学の革新」（ＡＩＰ

ネットワークラボ） 

本研究領域では、既存のＡＩ技術の限界・困難を克

服するため、ＡＩ技術・情報科学および数学・数理科

学、その他様々な研究分野の融合・応用によるＡＩ技

術の高度化や適用範囲の拡大などの、挑戦的な研究

課題に取り組む若手研究者を支援することで、新し

い価値の創造につながる研究開発を推進します。具

体的には、従来の人工知能を中心とする情報科学の

研究課題のみならず、情報科学と数理科学の双方の

知見を活かしたデータ活用手法、例えばニューロシ

ンボリック、ファウンデーションモデル、ヒューマン

インザループ、シンセティックＡＩ等を含む、ＡＩ・

情報科学、数理科学、その他多様な研究分野と、その

応用分野からのフィードバック・交流や融合におい

て、新しい発想に基づく、挑戦的な研究開発を進めま

す。さらに、量子計算など新しい計算パラダイムにお

ける革新的なＡＩ技術の確立も目指します。 

原 隆浩 

（大阪大学 

大学院情報科

学研究科 研

究科長・教

授） 

文理融合による社会

変革に向けた人・社

会解析基盤の創出 

信頼されるＡＩ 

数理科学と情報科学

の連携・融合による

情報活用基盤の創出

と社会への展開 

Ｓ ｏ ｃ ｉ ｅ ｔ ｙ 

５．０を支える革新

的コンピューティン

グ技術の創出 

社会課題解決を志向

した計測・解析プロ

セスの革新 

「トランススケールな理解で切り拓く革新的マテリ

アル」 

本研究領域は、「トランススケール」というキー

ワードをもとに、より良い社会を築くための革新的

マテリアル創成を目的とします。マテリアルは、産学

の強みであり、新しい資本主義の成長戦略全てに貢

献し得る重要な基盤技術とされています。革新的マ

テリアルの創成には、トランススケール（ナノ～メソ

～マクロ）な理解が大きな鍵を握ります。本研究領域

では、構造、計算、計測、データなどの多様な分野に

おいて、基礎学問に立脚しながらも、空間的または時

間的なスケール階層をまたいだ理解により、真に機

能する革新的マテリアル創成を目指します。 

研究推進にあたっては若手研究者育成の観点を重

視し、異分野交流の場を設けることで、社会に貢献す

る先端研究を推進する研究者の育成、及び将来の連

携につながる幅広い人的ネットワークの構築を積極

的に図ります。 

竹内 正之

（物質・材料

研究機構 高

分子・バイオ

材料研究セン

ター セン

ター長） 

資源循環の実現に向

けた結合・分解の精

密制御 

元素戦略を基軸とし

た未踏の多元素・複

合・準安定物質探査

空間の開拓 

自在配列と機能 

情報担体と新デバイ

ス 

ナノスケール動的挙

動の理解に基づく力

学特性発現機構の解

明 

トポロジカル材料科

学の構築による革新

的材料・デバイスの

創出 
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７．研究提案の受付方法 

２０２５年度の応募は「府省共通研究開発管理システム（ｅ－Ｒａｄ）」により受け付け

ます。 

府省共通研究開発管理システム（ｅ－Ｒａｄ）ポータルサイト 

ＵＲＬ https://www.e-rad.go.jp/ 

 

８．研究提案募集に関するお問い合わせ先 

科学技術振興機構 戦略研究推進部 

〒102-0076 東京都千代田区五番町７ Ｋ’ｓ五番町 

櫻間 宣行（サクラマ ノリユキ） 

E-mail：rp-info[at]jst.go.jp 

※お問い合わせは電子メールでお願いします。 

 

以上 


